
○　目的

○　事業概要

拡充

　新型コロナ、東南海地震など、企業の事業継続を危ぶむ問題が頻出す
る中、ＢＣＰ作成について、支援体制と策定に対するインセンティブを
設けることで、市内中小企業の危機管理能力の向上を図り、災害に強い
地域づくりの一環とする。

令和３年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

　京田辺市商工会、中小機構近畿本部と連携し、市内企業向けに事業継
続力強化計画策定に関する説明会、ワークショップを開催し策定支援を
行う。
　また、事業継続力強化計画等本市が指定するBCPの策定、認定を受けた
企業については、京田辺市中小企業成長支援補助金の補助率を１／２か
ら２／３に引き上げる。

千円

1364

事業名

10,800

中小企業成長支援補助事業（BCP策定支援）

新規・拡充
継続の別

事業内容

－

予算額



○　目的
将来、農業振興に必要な基盤整備を促進するため、岡村地区で取組が

　進められている中、地権者への合意形成を図るため、概略設計図を作成
　する。

○　事業概要
ほ場整備計画地区面積A=29haの概略設計図作成を行う。

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 岡村地区ほ場整備検討業務

予算額 3,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 －

事業内容

1362



○　目的

○　事業概要

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 東地区農地乾田化事業（農地耕作条件改善事業）

予算額 33,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　当該地区の排水路は水路底が高く、畑地利用の際には排水が困難で水
捌けが悪いことから、野菜の生産意欲はあるものの実際には生産が困難
な地域となっている。
　そこで、京田辺市特産の「えびいも」や「京都田辺茄子」の生産拡大
を図るため、地域全体でブロックローテションによる転作が可能な条件
整備を図るとともに、地域農業の担い手等へ農地集積を推進する。

　各農地に暗渠排水管及び集水桝等を設置し、排水の改善を行う。

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362



○　目的

○　事業概要

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 田辺排水機場更新事業

予算額 3,900 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　造成後約６０年が経過した綴喜西部土地改良区所有の田辺排水機場で
は施設の老朽化が著しく、安定した運用を行うにあたり改修が必要であ
る。また流域の開発等により排水量が増加していることから排水能力の
強化も同時に行われる予定である。京田辺市として農地はもとより市街
地の安全安心を確保するため、事業に対して支援を行う。

　排水機場の建て替えと木津川への放水路の付け替え及び排水ポンプの
更新が行われる。その際に排水能力は現況の２倍に強化される。本事業
について補助金を交付する。

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362



○　目的

○　事業概要

図の出典：林野庁ＨＰ

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 森林状況調査事業

予算額 7,872 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　府内の人工林の多くは木材として利用可能な状態となり、「伐って（きっ
て）、使って、植える」といった、森林資源の循環利用を確立させながら、健
全な森林の整備・保全を推進していくことが必要となっている。
　しかしながら、森林の所有は小規模であり、森林所有者の世代交代等によ
り、森林所有者の経営意欲は低迷し、森林の管理が適切に行われず、伐採した
後に造林が行われていない森林が増え、災害防止など森林の多面的機能が低下
している。
　このようなことから、適切な経営管理が行われていない森林について、経営
が成り立つ森林は、民間事業者に経営管理を集積・集約化するとともに、それ
ができない森林については、市町村の管理により間伐等を行うことで、林業の
成長産業化を図るとともに、森林の多面的機能を持続的に発揮させていくこと
を目的とした森林経営管理制度（新たな森林管理システム）が、平成３１年４
月１日からスタートした。
　本事業では、その第一歩として森林の状況調査を行うことを目的とする。

　森林経営管理法に基づく今後の施策展開の検討に向けて、林齢や樹種、管理
状況などについての基礎調査を行う。
　調査に当たっては、林業の専門的知識を有する京都森林経営管理サポートセ
ンターに業務委託を行い、サポートセンターの技術支援を受け、市内の森林の
適正管理を推進する。

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362



○　目的

○　事業概要

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 地球温暖化対策実行計画策定事業

予算額 3,753 千円 新規・拡充
継続の別 新規

　地球温暖化防止のため温室効果ガスの排出削減に向けて平成30年5
月に策定した京田辺市地球温暖化対策実行計画が令和4年に中間年を
迎えることから、計画の進捗状況や策定後の環境に対する社会情勢や
市民ニーズの変化に対応し、2050年までに市内の二酸化炭素排出量実
質ゼロの実現に向けた取組を推進するため、計画の見直しを行う。

　市民、事業者、市の全てを対象とした京田辺市地球温暖化対策実行
計画（区域施策編）改訂版、市役所が市内の一事業者として取り組む
京田辺市地球温暖化対策実行計画（第4期事務事業編）は、平成30年5
月に策定（令和9年までの10年間）し、令和4年度（中間年）を短期の
目標年度として様々な取組を進める。
　引き続き市民、事業者、市が一体となって温室効果ガスの排出抑制
に向けて取り組み、2050年までに市内の二酸化炭素排出量実質ゼロを
達成するため、令和3年度から令和4年年度にかけて、有識者や市民、
事業者等と十分協議の上、計画の見直しを行う。

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366

事業内容



○　目的

可燃ごみ広域処理施設整備に係る敷地粗造成事業

○　事業概要

敷地粗造成工事　419,000千円
道路築造工事　　310,000千円

担当所属名 経済環境部ごみ広域処理推進課 直通電話番号 63 － 2679

事業内容

予算額 729,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 可燃ごみ広域処理施設整備事業

【可燃ごみ広域処理施設イメージ図】
今後の設計により変更する場合があります。


